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【イベント】　★1階はらっぱ　♥喫茶ラムラム
★お正月 武井武雄かるた大会
　（申込み不要・無料）
　日時…1月10日（日） 午前10時30分～11時30分
毎年恒例。武井武雄のジャンボかるたが登場

♥イルフの初釜
　日時…1月16日（土） ①午後1時30分～ ②午後3時30分～
　参加費…400円　　定員…各回10名（要申込み）
求肥で花びら餅をつくり、年始めのお茶会をします。

★トークイベント　茂田井武と武井武雄（申込み不要・無料）
　日時…1月17日（日） 午後2時～3時30分
絵本研究家 広松由希子さん、画家で絵本作家の伊藤秀男
さんが茂田井武と武井武雄を語ります。

★武井武雄《鳥の連作》ビーズ刺繍ブローチづくり②-1
　日時…1月24日（日） 午後1時～ 3時30分

　参加費…2,120円　　定員…10名（要申込み）
武井のすてきな「鳥」をビーズ刺繍でブローチにします。連続
講座の1回目。（2回目は2/28）

★武井武雄《赤ノッポ青ノッポ》のお面をつくろう
　日時…1月30日（土） 午後1時30分～ 3時
　参加費…100円（申込み不要）
武井武雄が描いた鬼“赤ノッポ”と“青ノッポ”のお面をつくっ
て節分に。

★ギャラリートーク（申込み不要・要入館料）
　日時…1月31日（日） 午後1時30分～ 2時30分
　学芸員が作品のエピソードや展示の見どころを解説します。

情報
申込み・問合せ●☎２４ｰ３３１９

市内在住・在学の小・中学生、高校生は無料です

【休館日】 水曜日（祝日は開館）・12月29日
（火）～1月3日（日）
【開館時間】 午前10時～午後7時
【入館料】 一般500円・中高校生300円・小学生150円
【年間入館券】 一般1,500円・高校生900円

　若くして急逝した童
画家・茂田井武の原
画展。パリの空気感を
含みながらも、日常へ
の楽しみや細かなまな
ざしが、あたたかく広
がる画風をお楽しみく
ださい。

開催中の展覧会…2月22日（月）まで開催中
〈企画展〉

茂田井武展 ―素晴らしき童画の世界 武雄と武―

〈収蔵作品展〉武井武雄 日々 のシアワセ展

『月夜とめがね』装丁

申込み・問合せ●☎２3 ｰ３489（サンシハク）

【イベント】
★フランス式繰糸機復元機実演　
　期日…1月9日（土）
　時間…午前10時30分～・午後２時～（2回とも同内容）

★プレスシルクで小物入れ作り
　まゆの毛羽を使った小物入れを作ります。
　期日…1月17日（日） 
　時間…午前10時30分～・午後２時～
　参加費…300円（材料費込み）
　定員…各15名（要申込み）

【休館日】 水曜日・祝日の翌日・12月29日（火）～1月3日（日）・2月2日（火）
【開館時間】 午前9時～午後5時（宮坂製糸所・まゆちゃん工房は午後4時まで）
【入館料】 一般500円・中高生300円・小学生150円
【年間入館券】 大人1,200円・高校生700円
※諏訪郡内在住・在学の小・中学生、市内在住・在学の高校生は無料です

〈収蔵品展〉

「驚きの昭和絹製品展　　　　　」
2月1日（月）まで開催中
　戦争のための物資統制などで入手困難になった綿
や皮革類の代用品として、昭和期に開発された生活

用・産業用
のさまざまな
絹製品と、昭
和時代の絹
衣裳を展示し
ています。

えっ！これが
シルク！？
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〈収蔵作品展Ⅱ〉 

美術考古館の隠れた名品、一挙公開
会期…
1月5日（火）～3月6日（日）
　美術考古館で収蔵している
多くの作品のなかから、東郷
青児、川崎春彦、伝狩野芳崖
（2月11日より公開）など、近
年、展示公開の機会が少なか
った作家の作品や新たに収蔵
された作品を選りすぐって一
挙にご紹介します。隠れた名
品をお楽しみください。
※会期中に一部作品の展示替えあり

【休館日】 水曜日・祝日の翌日・12月28日（月）～1月3日（日）
【開館時間】 午前10時～午後7時
【入館料】 常設展 大人３５０円・小中学生１５０円 特別企画展 大人500円・小中学生250円
諏訪郡内在住・在学の小・中学生、市内在住・在学の高校生は無料です

【入館料】 常設展 大人３５０円・小中学生１５０円
　　　　 特別企画展 大人500円・小中学生250円

東郷青児作 「夕焼けの空」

広
告 追突事故にあった人が
来るところ
岡谷市民整体院
岡谷市本町2-6-33

院  長
中村啓紀

お気軽に
ご相談ください!

頭　　痛

腰　　痛

肩 こ り

骨盤矯正

岡谷市民整体院
岡谷市本町2-6-33

0120-972-534 0120-972-534
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（個人差があります）

 事故の
ケガについての
ご相談

【イベント】  どなたでも参加できます
◆新聞紙でつくろう！だるまの置物
日時…1月16日（土） 
　　　午前10時30分～
定員…20名（要申込み）
参加費…100円
◆節分のかわいい鬼よけかざりを作ろう！！
日時…1月23日（土） 午後1時30分～
定員…20名（要申込み）
参加費…100円

【交流ひろば展示】
◆中山道古写真展（入場無料）
会期…1月9日（土） ～31日（日）※最終日は午後5時まで

申込み・問合せ●☎２2ｰ5854

　
※番組は変更になる可能性があ
ります。詳しくは岡谷市ホー
ムページでご確認ください。

問合せ●広報情報課（内線１364）

1月の番組表

1月１日～１５日までの放送番組放送内訳 1月１６日～３1日までの放送番組

地上デジタル放送中！

●市民投稿作品「さあ、見てね！」
●市長年頭挨拶
●野菜万菜！！～旬の野菜で料理～「大根」
●岡谷芸術の扉 ～イルフ童画館～
●文字放送
【特別番組】
おかや市民のつどい「仕事と育児どっちを選
ぶ?」（午前10時～・午後3時～・午後7時～）

●市民投稿作品「さあ、見てね！」
●食育まんさい ～岡谷のうなぎ～
●タイムスリップ！岡谷歴史館 ～製糸工場での風景～
●いとしの我が母校 校歌の旅 ～長地小学校～
●文字放送
【特別番組】
健康づくり講演会「脂質異常症を学び、血管病を
予防する」（午前10時～・午後3時～・午後7時～）

LCVデジタル１１CH

朝５時～翌深夜２時まで、1
時間プログラムを、21時間
繰り返し放送しています。

健康づくり講演会

※チャンネルの設定方法がわからない場合は、お問い合わせください。
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やまびこ国際スケートセンター営業開始
（11月21日）
　暖かさや雨の影響が心配されたものの、予定通りのオ
ープンにこぎ着けた400メートル屋外リンク。オープン当
日には、屋台が出店するなど、ワクワクムードのなか、
家族連れやクラブ選手が、初滑りを楽しみました。ソチ
五輪に出場した上條有司さん（岡谷東高出身）によるス
ケート教室も開催。初心者がスケートを好きになるコツ、
レベルアップのためのアドバイスなど、一緒に滑りながら
楽しいレッスンが行われました。
　同リンクは２月14日まで営業（朝8時～夜9時）。市民
無料の「ファミリースケートデー」も、1月16日（土）と2月
6日（土）に実施予定です。おかやの冬を味わいに、出
かけてみませんか。貸しスケートもあります（520円）。

岡谷小学校閉校式典（11月28日）
　3月末の岡谷小閉校に先立ち、
142年の歴史に思いを馳せ、学び舎
との別れを惜しむ会が開かれました。卒
業生も幅広い年代から多数詰めかけ、
来校者は約千人。懐かしの映像で、
学校の歩みを振り返ると、在校生は感
謝の思いを歌で披露。たくさんの「あり
がとう」が、会場にそしてみんなの心に
響きました。式典後の学校見学では、
思い出の卒業アルバムをめくり、同級
生や恩師と語り合うひと幕も。

湊財産区「全国育樹活動コンクール」受賞報告会
（12月6日）
　湊地区の地域活性化事業「いけいけ山っ湖事業」みどり部会
を担う湊財産区は、住民協働による積極的な森林づくり活動が
評価され、国土緑化推進機構が主催するコンクールで、理事
長賞を受賞。これを受けて開催された、湊公民館での報告会
には、市長や関係者ら40名が出席。「みどりの少年団」として
活動に参加した湊小6年生も、取組の感想を発表するなどし、
森を守る決意を述べ合いました。

カメラ
リポート


